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出禄労働力とは地元に在る家庭の一員として

其の労働力が自家労力の一部を形成するが如き

地位にあるもの，換言すれば地元家庭経済と直

接臍緒の贅がある労働力の他地域への回帰的移

動であると云える・従って出稼先に於ける彼等

の経済的活動は直ち地元家庭経済の所得内容に

於ける一要素をなしている．斯の如き経済的関

連がなければ仮令如何程の家族的腰がりがあろ

うとも，それは出複ではなく雖郷と看傲すべき

であろう・（1）

彼のSeaSOnArbeiterとしての南部杜氏が

冬期約四ケ月出縁先に滞留し，叉気仙大工が通

年的出穣性格をもっと錐も，それは出枝先に於

て別個の経済体を営為するのではなく地元家庭

経済と不可雛の関係を有する労力の移動であ

る・従ってこれ等農民出線が地元農相の社会，

経済各相こ′こ知何なる影響をあたえるかは当出様

研究の重要な二部門をなすと云えよう・本稿に

於ては斯かる立場より当気仙大工出複所得の農

家経済に於ける意義及び出濠による地元農民層

分解の過租と其の性格に就ての究明を目的とし

た．飼本稿は南部酒造出複による農家経済階層

昇進性に就ての論考と姉妹的関係を有する研究

である・滓）

1．出穣報酬の貴家経済に於する意義

大工出複による収入は出縁先市場別により相

異すると共に当出濠職能別階級により各々其の

労賃額を具にする．普通一人前の大工労賃は食

費市場もちで一日卒均3油田前後となり，叉一

年に於ける出複目数を的部0日と見徹すと年収

入は87，桝柑円前後を一般的な実質労賃となす・

しかし第2表が示す舎弟の賃銀は原則として引

率者である大工師匠の収入となる・これは既に

述べた如く舎弟は弟子上りに至る迄，所謂徒弟

奉公としての大工技術収得期閲であり師匠より

技術的訓練を受けることを目的とする，（3）従っ

て大工師匠は弟子の出縁経費を受けもつと共に

衣服（仕事着等）小遣い銭を支給し，又弟子上

りには大工道具一揃を姶与することを慣習とし

ている（4、そこで徒弟奉公中，弟子に出した蔑

第1表大工市場別出様老質金額．

；青森陣中馴麺

総譜。恩日
朝
威30こ）
酔4盈

備考二（1）日給領は食費市場側持ちの場合を示す．但し

×印は板場にて食する場合つ食費を差引いた

手嵌賃金．

r勿昭和26革12月現在の調査に基く・

第2表大1二職籠別一月芸者葺魚層

機能別
3年以下の舎
弟

】

300周～
1年弟子．食
費のみ支給

［1総額40〇風400品～350滴
350囲惇年弟子
15（咽～200囲

備考：（1）口総領は旭川市場り場合であり，食費市場側

持ちの額を示す・

佗）昭和26年12月現雀の調査に基く．
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家は彼等より現金収入を期待することが許され  

ず，所謂出壕必要条件である技術収得に対する  

迂回資本投下期と云い得る（5）・安鱒二年の弟子  

入り証文によれほ10ケ年の徒弟奉公を普通とし  

ていたが硯在ほ5．6年から7．8年の過程を経  

て最高技術者たる大工師匠の地位を獲得してい  

る（6）．従って師匠に引率される弟子ほ平素の小  

邁及び衣服懲更に弟子上りに於ける大工道具一  

揃の贈与を受けるのみであるが，しかし徒弟奉  

公中及び出稼期間に於ける食費の支給ほ見逸す  

ことが出来ない．即ち働き盛りの彼等が一年の  

大部分を出稼市場で生活することほ零細農家の  

多い当地方に於て飯米節約の重要な意義をも  

ち，自家滑費を最少で食い止．める有力な方法で  

あった．更に年季奉公中，師匠の受けもつ諸経費  

を附加計上すると相当以上の労働報酬となる．   

しからば斯かる農民大工出稼により獲得され  

る労銀が彼等の農家経済の上に如何なる役割を  

演じているか，其の一端の大略を凄い知る為に  

何れも弟子上りの出様着によるA，A′，B，C  

農家（ん農家，……上層経済農家にして1町歩  

以上の土地経営農家A′農家，……上層経済農家  

にして5反歩前後の土地経営農家，B農家，‥‥‥  

中層経済農家，C農家，・・…・下層経済農家）の  

経済状況を取出して吟味してみよう．   

A農家は当村に於ける上層経済階層に属し田  

畑踵営両店1町4反をもつ仙台市場への出稼農  

家であり，A′農家は同じく上層部に属するも其  

の経営面績ほ5反3畝の′J、規模農家であり横浜  

市場に移動している．又B農家は当村に於ける  

中層経済農家であり経営面題9反7畝を有し北  

海道旭川市場に出稼をなすが，C農家ほ下層経  

済層に属し畑1反5畝をもつ岩手県内一囲市場  

への移動農家である．（第：う，生表参照）   

第2表 農家纏済に於ける出産所得わ割合  

紆昭和2叫三12月現在）  

吻出様先…・仙台市場  

制 農家絶所得の中には出様所得を含まず  

が
農
家
（
上
層
）
 
 

備考：（1）薩替両横 水田3反2畝 柵2反（気仙郡  

小友村上記と同じ）  

佗）増産先…・横濱市場  

（3）上記と同じ  

第4表 農家輝済lこ於ける軋桜餅得の割合  

比  率  
種  目l金  額  R

農
家
（
中
層
）
 
 

1：42：43：4  

（1）農家絶所得  90000囲  

8doo呵  佗）農業 所 得  

矧農家絶支出ぎ 8000咽∈ ぎ  

降）大工出稼朗得：7500咽；83．3き93．8  

備考：（1）総督面積 水田5反7畝 畑4反（気仙郡  

小友村上記と同じ）  

物弼穫鬼‥・・北緯道旭川市場  

（3）農家漁師得り中には出様所得を含まず   

C
農
家
（
下
唇
）
 
 
備考：（1）纏螢両横 水田無し 柵i反5畝（気仙郡  

小友村上記と同じ）  

但）用稼先■‥・岩手懸一ノ関市場  

（3）上記と同じ   

これら各農家の絵併得額に対する大工出産収  

益の割合をみるに，A農家が97．7％で最も低く  

C農家（167．7％）に移行するに伴って高率の出  

塚原得割合を示している．更に各農家の農業所  

得に対する収益割合を．見るにA農家が皇16％で  

最も低く，C農家が5（）．0％で最高率を占めA′及  

びB農家がこれに次ぐ．文選家紘支出に対する  

各農家の出稼所得率に於ては矢張りA農家が50  

％で最低を示すが，A′農家が最高率の105．5％  

を占め，B．C農家がこれに次ぐ所得割合を表  

示することほ見逸すことが出来ない．  

比  率  
種  目】金 町  A

農
 
家
（
上
層
）
 
 

l：412：4  3：4  

備考：（1）経営面積 水洞8反 柵6反（気仙郡小友  これ等により上層経済階層のA農家は其の農  
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家鎗所得．農業所得及び絵支出額に対して最も  

低い出稼収益の割合を嘉すものと云えよう．こ  

れはA農家が最も大規模な土地経営を営み農業  

所得忙於て最高額を示すも，反面農家経営面よ  

り出稼労働の自由な移動が制約され出稼所得の  

低い近距離市場（仙台市）に移動することに基  

因する．従って上層A農家ほ土地生産を主体と  

なし大工出稼による賃労化ほ寧ろ確約意味をも  

つ出稼農家と云い得る．   

しかるに上層A′兵家の出様所得倒合をみるに  

濃家絵師番に対してほ79．1％に該当し，更に農  

業肝得に至ってほユ58．3％の造かに高い揖稼収  

益割合を嘉す．筒これが農家級支出叡との比率  

に於ては各出様農家のうち最高割合を有し，  

（1（吼5％）同じく上層A農家の出篠原荷が何れ  

も紬％以下の低率であったのと督しい相異を示  

している．   

これはA′農家がA農家と同様に上層経済階層  

に属すると柾も土地経営面慮は5反2畝の小規  

模農家である為，A農家の如く出稼賃労化に対  

する農家経営上の制約を受けず，出桜餅得の高  

い遠距離市場に自l如こ移動することの最も恵ま  

れた農家であることに基く（7）．従って上層A，農  

家は出稼賃労化を主体となし土地生産を従とす  

る専業的大工払稼農家としての性格を戻すもの  

である．（S）   

以上により払緑野掛割合よりみた上層経済農  

家の出稼には二つの出稼農濠の類型（A及びA′  

農家）を指摘し得ると共に，A′農家のそれは既に  

一言した如く最良条件乃出稼を打ち出すことに  

より，自然的要因より来る経営の不合理を克服  

している農家と云えよう．これほ又逆に出様の  

最良形態を打ち出す為にほ5反歩前後の土地経  

営規模を理想となし，一方に飯米の自給及び労  

力投下の軽少な山林併僧をほかりつゝ，他方最  

高額の出様収入を獲蕃している専業的大工農民  

と見徹される（9）． 叉A農家のそれほ経営条件  

の適正化によって自然的条件を克服している農  

家であるが反面出稼の最良条件が崩れている農  

家であることを意味するものであろう．これほ  

タ当農家が土地生産の合理化により出稼寛労化  

の必要度が軽減したことを物語るにもかゝわち  

ず，彼のA′農家と同様に最高の移動率を占める  

ことは南部酒造出稼にみる杜氏労働上同じく妓  

術的出稼構造より来るものと云い荷．る．   

次に下層C農家に於ける出桜餅腐の割合をみ  

るに農家絵師番よりも出稼所得が高く，（167．7  

％）叉絵支出額の83．8％に相当する比率を示し  

ている．殊に農業所得の約5倍の出様収入を獲  

得していることほ当農家経済に於ける田稼所得  

が極めて重要な役割をもつことを物語る．しか  

しC農家ほ出稼形磨からみて上層階層のA農家  

と同様に最良条件の出稼タイプと見倣すことは  

出来ない．   

これはC農家が1反5畝の極小規模農家であ  

り飯米の自給が出来ないのみならず，日々現金  

収入を必要とする日雇的賃労働者としての性格  

を有し自l如こ高額賃銀を支給する遠地市場に通  

年に茸り移動することが許されないことに基  

く．   

（叉嘗階層宣属する農家は主食配給帳を持参しない   

で移動し，これにより自家飯米の不足を補う虜，出産   

先での連絡費が一般に高く，又安心して家庭を離れ   

得ない属，出様収入もー般に伴いのが普通である）   

従って最良条件としての出稼を打ち出やない  

と云う立場より上層A農家と同じタイプと云え  

るが，しかし∧農家ほ土地生産の拡大に伴う労  

力調節面より来る制約に基因するに反し，C農  

家ほ農家経済の貧由睦た基くものと見徹され  

る．   

既に述べた如く当出様ほ其の必要条件として  

大工技術収得に関する迂廻資本を要し，下層  

貧農層よりの輩出を制約する出稼構造を示し  

た．tlnノ しかし万難を排して一人前の大工技術  

を体得した時には，これが最良条件としての出  

稼形態を採らないと推も其の出稼折衝は第4表  

の示す細く極めて重要な役割を占める．殊に現  

金収益化の機会に恵まれない之等農家に於て叙  

上の如き掛緑折衝が，農家窺済厚生への有力な  

要因となることは当然である．   

次に中層B農家の出稼収益の割合に於ては上  

層経済階層のAA′農家と，下層（〕農家の中間的  

√－95－   
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様相を示し殊にA′農家の肝得率と類似する．し  

かしノソ農家が農家紋所得に対してやゝ低い出様  

新得割合を嘉すにかゝわらず農業所得割合に於  

て高率を占めている．これはA′及びⅠ三豊家共，  

ほゞ同じ土地経営規模を有するがA′農家ほ2町  

1反5畝の山林を所有し，これによる収入が絵  

所得を高額ならしめていることに基く．更に農  

業所得に於て1う農家が〟農家より高額を示し，  

其の上〟農家の軋稼肝得が8農家より古顔であ  

ることがかゝる結果をもたらしたものと云え  

る．これを出様収益条件よりみるとA，C農家  

のそれより優れA′農家に劣る構造を示すが，農  

家紘所得．農業所得及び臨支出額に対し何れも  

8害Ij以上に相当する出稼所得を有することほ，  

上層経済階層への昇進性を暗示するものであろ   

う．   

次にA，A′，玉，C，各農家に於ける農家純益  

と出稼収益により如何程の純収入を得ているか  

を吟味するに，A農家が最高額（13岬むむ円）を  

示しA農：家よりC農家に移行するに伴い低下し  

ている．殊にAA′農家の純収入ほC農家の約6  

倍，B農家のそれが（〕幾豪の約4倍に当る純収  

入をみることほ見逸すことが出来ない．これを  

第5表 患家純収入よりみた出稼所得率   

出稼所得のより重要な意義をもつと見徹され声  

う．しかし純収入の最も高いAA′農家に於て前  

者が主として土地生産収入によって占められて  

いるに反し，後者ほ其の7割6分が出稼収益に  

よるものであることは，既に述べた如くA′農家  

が専業的大工掛塚農家なるに反しA農家が土地  

生産を主体とする副業的出様農家であることを  

裏書きするものである．   

之を要するに  

（1），大工払稼所得は上層，A農家に於て最も  

低い出産収益割合を示し，下層C裳遠匿移行す  

るに伴い高率となり，出様による収入が下層経  

済農家になる程より重要な経済的役割を有する  

ことを看取し得た．同時に現金収益の楼会に恵  

まれない地当方に於て斯の如き高額の賃銀収入  

を獲得することほ，農村経済厚生への重要な因  

子であることを是認し得るく1－）． 一方A農家層  

に於ける出稼所得率が低位であると姓も，これ  

が貯蓄及び教養費にあてられ経済的，社会的に  

益々確固たる地位を築く重要な要因であること  

ほ見逸せない．   

弼，叉上層，A′農家ほA，Ⅰう，（プ各出様農家  

とやゝ異なった出稼タイプを示す．即ち出産収  

益の対農家絵所得率は低い方より第9位に当  

り，又対農業所得率ほ高い方かち第皇位の位置  

にあり，更に農家臨支出叡忙対する割合は最長  

を示す．これは上層，A農家の出桜餅得割合が  

何れも最低位であったりと比較して上層の出稼  

患家には二つの出稼類型（専業的出稼農家，副  

業的出稼巌濠）があることを認め得る．  

（3），真に各県家に於ける出稼所得と農家純収  

入との関係より，1層，C農家ほ出様所得がな  

ければ純収入の練り出せない赤字農家である．  

従って出様収入が生計を維持すると共に経済階  

層昇進に対する重要な役割を演じている．更に  

1i農家に於ては農業所得と紘支出叡が殊んど平  

均状悪にあり，従って純収入ほ出稼所得のみに  

よって占められている傾向をみる．かくして大  

工出桜餅得による農家経済的意養及び経済階層  

昇進性は，C，B農家層に最も顕削こあらわれ  

るも，中層B農家よりノ上層農家への昇進に対し  

備考；岩手陽気仙郡小友村に於ける出産農家（昭利  

26年12月）   

轟屯収入に対する出稼収入の割合を見るにA農家  

ほ約3割8分の収益率を示すもA′及び甘藍豪は  

何れも8割前後の高率を有し，殊にぐ農家に至  

っては出稼所得が皆無なれほ純収入の出ない赤  

字農家であることを表示している．即ちA農家  

よりC農家に移行するに伴いより高い出様所得  

率を示すことほ，C農家程農家経済に於ける  

ー96－   
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卓越農相，小友村の大工揖稼着餌5名のうち，  

大工成金と呼ばれる上層経済層に属する出塚患  

家10戸同じく中層1①戸及び下層農家18戸を選定  

し，主として明治以後の田畑，山林所得関係の  

消長笹つき各戸訪問聴取り調査及び役場土地台  

帳に基き調査した．   

これによると現在大工成金と呼ばれる上層農  

家の土地所有国債ほ，田畑平均9反8畝，山林  

申膚1町3反9畝となる・（第6表参照）これ  

は当村に於ける1戸当り牢均田畑軒店5反6畝  

を遠かに上まわる併有面積であり当地に於ける  

上層農家である．   

しかしa豊：家よりぞ農家に至る田畑，山林所有  

形悪と，gよりj農家に及ぶそれとはやゝ趣を異  

にすると云えよう．何故ならば前者の諸農家は  

既に述べた上層A農家塑の出様構造を示し，後  

者は上層A′塑の出様農家と見徹されるからであ  

る．即ち土地生産を主体とする副菜的出稼農家  

と，田畑宙痘の小規模な専業的出様農家に分類  

てほ土地生産を重体とする出稼農家と，出様貸  

労化を主体とする移動農家の何れかを撰択する  

ものゝ如く推察される．（攻節詳論）   

勘，概括すれば当大工出稼は其の技術収得に  

対し一定の迂廻資本を必要とする為，下層貧農  

層の参加の困難な構造を示すが，万難を排して  

一人前の大工農民となりたる時には地元農家経  

済を支える重要な一部門を形成し，上層農家の  

それは益々其の地位を強固ならしめ，下層のそ  

れは自家経済を維持すると共に経済階層昇進に  

対する有力な要周となることほ疑いを入れな  

し、．  

2．出穆収入による巴畑山林檜加の傾向   

出様による労銀が農家経済にあたえる影響一  

読中経済階層の昇進に対する重要な要因である  

こと一に就てほ掛こ述べたところであるが，果  

してこれが農家経済階層の昇進を促すや否やの  

具体的考察ほ残された課題である．そこで出稼  

第6表 出様による土地檜分関係より見た農家経済階暦わ昇進性  

■瞥 加 商 繚i出様代数  昭 和 20 年 〈 明 治 20 年  昭 和 26 年  

酬相計山林面績  明子台20年以来  田畑両横／山林両横  

†－ 
、 

11・8阜 3・2j 呵 る・6！13・Oj   4   

備考‥10年以上の出積年敦を有する家族1人を1代と見徹した・徹って同一家族より同時に10年以上の2人の用  

磋者む見る時ほ出様代数は2代となる・  

することが出来る．これ等の農家に於ける明治  あり何れも下層農家と見倣される．しかるにこ  

20年当時の田畑山林併有固爵をみるに，1戸当  れが，それ以来平均4代の出様代数を経た視  

り卒均田畑，3反望畝，山林針畝の零細農家で  在，田畑面積平均6反6畝山林面蹟1町3反の  
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若手大学学芸学部研究年報 第4巻（1952）第1部  

増加を示し上層階層に昇進して来たことほ見逸  

すことが出来ない．   

攻に現在大工出様をなす中層農家をみるに1  

戸当り平均田畑面積5反4畝，山林5反5畝と  

なり上層農家のそれより遥かに少ない．しかし  

これ等の中層農家のうちa′，b′農家ほ上層A′塑  

出複農家のタイプと類似する．即ち出撮貯得の  

最良条件を打ち出す為に耕地面積の拡大を一定  

限度におさえ，反面労力投下の少ない山林を獲  

得し尿謂上層A′農家にみる専菜的出稼農家に昇  

進せんとする過渡朋形態と見放される．又C′よ  

りj′農家に至る諸農家は坦稼所得檻より田畑を  

獲得した飯米自給農家であると共に，やがて上  

層A塑及びA′塑出様農家の何れかに昇進せんと  

する農家である．これ等の中層出塚農家の明治  

紬年当時に於ける阻呪，U」林併有膠係をみる  

に，1戸当り卒均田畑1反5畝山林6畝となり  

上層のそれよりやゝ狭少であるが，何れも当時  

に於ける下層農家と見放される点に於て同似性  

をもつ．しかし平均出稼代数3代を示し，田畑  

面積3反9畝，山林4反9畝の増加をみせ中層  

経済農家に昇進して来たことほ注目すべきであ  

第7表 用産による土地野分関係より見た農家辟所階層こり昇進性  

匡均！  5・4！  

4・2lltS‡叫 3・91  
5．5  4，0  

備考：第6表と同じ  

ろう．（第7表参照）   

却こ現在大工出稼をなす下層農家のそれにつ  

いてほ平均田畑9反5畝山林1反1畝を示し，  

中層のそれより遠かに狭少な併有面積である．  

従ってこれ等畏友は飯米自給の出来ない農家で  

あり，既に述べた如く掛塚祈得の最良条件を打  

ち出せない農家層であると云える．殊にa′′から  

ム′′農家に至っては若干の自家所有耕地を有する  

がi′′，j′′農家は耕地をもたず小作農家として地  

主層に依存する農家である．   

しかし明治袖年当時のこれ等農家の土地併有  

状況は；現在中層出稼農家のそれと殊んど同様  

であり又上層のそれとも大差がない．殊に当時  

中層及び上層農家と見徹されるa′′e′′農家の存在  

ほ，寧ろ転落農家として見逸し得ないものがあ  

る．a′′，e′′農家ほ大工出様により建築論真美者と  

して発展したがこれに失敗し其の産を失した喪  

家である．叉b′′，C′′，d′′農家ほ雲代或ほ3代の出様  

代数を有するも火災，豪族の病局等の諸事情に  

より，う経済階層昇進の鋸昔に現れないものであ  

り叉f′′からj′′に至る農家は近年に至って揖稼を  

開始した農家であることによる．   

以上は現在大工出様をなす上層（大工成金）  

中層，下層経済農家の田畑，山林併有園係を塀  
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農民拐症による経済臍層昇進性と其のこ類型（川本）  

第8表 出穫による土地噂分閣係より見た農家経済階層の昇進性  

明治20年l檜加 商積  昭 和 20 年  出産代数  昭 和 26 年  

田輌画岬面積  細面検1山林硝  田畑面積l山林面積  田畑両横1山林両横  明治20年以凍  
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備考；第6表に同じ  

治鯛年以降について考察したものであるが，こ  

れ等によって次の諸項目を摘出することが出来  

る．  

（a，）出稼発祥時の農家層   

現在出稼をなす上層，中層，及び下層農家と  

明治幼年当時の経済階層は，何れも下層農家の  

見倣される弱体土地生産農家である．これほ多  

少の時期的づれはあるが．大正3年当時に於ける  

当村の田畑酎讃（田，115町9反5畝10歩畑，  

1G5町6反6畝15歩，計9釣町9反1畝25歩）と  

農家1戸当り年均耕碓画題，（農家戸数3雲5戸，  

1戸当りS反針畝）及び出稼農家の土地所有関  

係を比較する時，此の問の消息がより明瞭とな  

ると思う．即ち当時に於ける農家戸数3望5戸の  

うち1町歩以上の土地所有農家ほ68戸（r全戸数  

の2割1分）となり，内大工出様農家は9戸  

（1剖3分）に過ぎない．叉当時の出稼農家は  

約160戸と推定され全農家戸数に対して其の4  

割9分が拐稼農家である．従って1町歩以上の  

出稼農家の全出稼農家数に対する割合ほ僅か6  

分に当り，其の9割4分が1町歩以下の土地併  

有農家よりの出稼者により占められている、   

従って農民大工出稼の発祥当時に於てほ（問  

清里0年前後を基準としてみた場合）少数の経済  

的上層農家と，より多くの下層及び中層農家が  

これに参加するに至ったものと見徹され主とし  

てこれが飯米節約の役割を有した．安政9年の  

弟子入り証文に1むケ年の年季奉公に出るのを普  

通とし，弟子上りの後に於ても1年の大半を他  

所で働くことは飯米節約上重要な農家経済的意  

義を有した．こゝに賃労化の機会に殊んど恵ま  

れなかった当時に於て，土地生産の弱体なる下  

層農民がより多くこれに参加したことは当然と  

云えよう．従って当出塚発祥時に於ける出産動  

因は土地生産の弱体に伴う飯米節約を主要因と  

なし，一般に下層農民がより多くこれに従事し  

たものと推察される．（勒 彼の紀伊半島南港岸  

に於ける海外出稼者が生活苦，農業水産業の不  

振のため出稼を惹抱したものではなく，隣接刺  

戟或ほ勧誘を発祥動因とするのと相異するとこ  

ろである．り3）   

しかるに其の後，諸産業及び交通機関の発達  

に伴い賃銀労働の峡会がより多くあたえられ，  

其の上従来の住込み奉公制が崩れるに伴い飯米  

節約の意養が半減するに至った．かくして少く  

とも5，6年の技術収得期間卜一無収入の修養  
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れ，漸次中層或は上層に昇進して来たものであ  

るが，これが前述した諸事情と相僕って現在に  

於ける出様給源階層の中核となるに至ったもわ  

であると云えよう．  

（b，）経済階層昇進性と出稼代数   

現在出稼をなす上層農家及び中層，下層農家  

ほ其の前身に於て多少の相異はあるとしても，  

何れも土地生産の低い下層農家と見徹された．  

しかるに現在の経済的地位に於て，かゝる差異  

をもたらしたのほ，もとより腐々なる要素があ  

ろうが其の一因として尭に示した出様代数が重  

要な因子となることは疑いを入れない．  

時代－を維持し得る農家が大工出稼農家とな  

り得る資格を有するに至ったと解せられる．こ  

ゝに経済的余有をもつ上層及び中層農家がより  

多く大工出稼に参加する構造を嘉し，下層貧農  

層は即時硯金収入のある一般筋肉的出稼匿従事  

する傾向を嘉すに至ったものであろう．   

彼の村民経済階層別大工担保に於て上層農家  

よりの移動率が最も高く，（38．生％）中層がこれ  

に次ぎ（15．1％）下層のそれが最低（11．5％）  

であったのも，かゝる結泉に基因するものであ  

る．（14） しかしこれ等農家ほ前表が嘉す如く出  

様発祥当時，何れも経済的下層農家と見徹さ  

叫㌍…々α花〃和一αぞ地〟叶鮎鵡ゼ抄花ク板紙♂c伽d叫ん紬■々創肌加秋元正8払付紙  

第l園 内程農家の土地所有形態  
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農民出荘による経済階層昇進性と其の二類型（川本）   

現在「大工成金」と呼ばれる上層出椋農家は  

明治急0年以来，平均4代の出稼代数を嘉し，中  

層のそれは平均3代，下層が平均2代となり，  

経済階層昇進度ほ概して出様代数と正比例的関  

係を戻すことを看取し得る．これほ南部酒造出  

稼による農家経済階層の昇進が，出稼代数と矯  

損な関係を有し，農家の世襲的年中行事の一つ  

として之を継続する時，ほじめて上層のそれに  

昇格する光栄に浴し得たのと同じ性格と云えよ  

う．（15）  

（c，）経済階層昇進の内容と其の二類型   

出様収益による経済階層昇進の内容ほ何れも  

田畑を獲得し，飯米自給農家となることを第1  

期段階となしている．  

飯米自給に必要な5反歩前後の土地獲得後に於  

ける出稼収益ほ，更に進んで耕地の拡大に投下  

されるか，或ほ山林獲矧′こ向けられる．かくし  

て第1図の如く上層A型出稼農家と，上層〟型  

出様農家の二類型が打ち出される．   

これを出様所得による田畑，山林別面積の牢  

均増加をみると，下層出稼農家は山林よりも田  

畑面爵が遠かに高い増加を戻すも，中層及び上  

層出様農家ほ逆に山林増加酎爵が著しく高い．  

（第別図参照）即ち山林増加画腰10∂に対する  

田畑増加の割合ほ下層が1狙％，中層が80％，  

上層のそれが生3％に当り，一般に田畑よりもUJ  

林面蹟の増加傾向が強く，殊に上層A′型出楳農  

家のタイプをとるものが多い．   

これは当地方に於ける耕地両店が一般に狭少  

である為，（昭和24軍に於ける小友村1戸笛り農家  

耕地両横5反6畝．気仙部下農家1戸薔り耕地両横水田  

1反8畝・畑地4反1畝計5反9畝わ零細である）  

1坪の耕二租と雄も其の獲得に極めて困難を伴  

う．従って飯米の自給が確保されると比較的獲  

得し易い山林入手の傾向を嘉すが，これが叉出  

塚収益の最良形態を打ち出す必要条件と符合  

し，こゝに山林南爵の増分がより強く二睨れ且つ  

上層A′型出稼農家のタイプをとる農家層がより  

多く輩出するに至ったものと解せられる．殊に  

自己併有の山林より原木を切り出し材料技術  

共，自己賀組に於て経理する出稼の一類を見る   

▲くわ‘l′  仇、〟クち   

¶′叫＆♂々少々J（〟cゐ〟′一   

幕2固 出靂による土地増加面積  

エ〃〟′々．  

ことほ，（講呉業） 彼の陸奥二戸地方の漆か  

き出稼による昇進農家が（自前，雇入れかき子  

湖）山林地主的性格をもち，自己併有の山林に  

漆樹の植林をなし，かき子を雇って漆液を採取  

するのと同じ構造と云える．（1t；）これは既に単  

なる出様賃労着でほなく蛮本主義的経営の一貫  

として企業化された一類型であろう．   

叉上層A型出稼農家ほ田畑併有面積卒均1町  

9反，山林南蹟9反を有するに反し（紋所有面  

積の4割3分が山林面盾）A′型出様農家ほ田畑  

商店平均7反．山林面積3町歩を占める．（放尿  

有面積の7割4が山林面積）しかしA型出稼濃  

豪と雄も耕地併有南蹟1畔一望反前後を其の基準  

となし，叉A′塑出稼農家のそれは7反夢前後の  

併有を示し，他は主として山林の拡大，或ほ生  
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潜水準の高揚に投下されるものと推察される．  

これほ南部杜氏出稼農家の土地可耕面積のマキ  

シマムが3町9反前後にあったことゝ対比して  

興味ある課題である．（後日詳論う  

ま と め  

以上により一応其の要約を摘記すると．   

気仙地方に於ける農民大工出様ほ其の発祥当  

時は，（明治皇0年前後を基準とした場合）一般  

に土地生産の弱体なる農家が出様給源階層の中  

心となり，主としてこれが飯米節約の役割を有  

Lた．しかし一人前の大工技術を獲得した農民  

大工の労賃ほ，彼等の農家経済を維持し且つ経  

済階層を昇進せしめる重要な因子となり，出様  

発祥当時下層経済農家と見徹されたものが上層  

及び中層経済農家に昇進し，これが歴史的伝統  

的移動性を有するに至った∴更に住込み年季奉  

公制がくずれ飯米節約の意義が半減すると共  

に，農民貨労化の機会がより多くあたえられる  

に至り，⊥般の下層農民ほ一定の迂廻資本投下  

を必要とする当大工出稼をさけ即時現金収入の  

ある筋肉的賃労働に参加する傾向を辿った．   

かゝる結果として現在に於ける農民経済階層  

別出稼率が上層に最も高く下層に移行するに伴  

い低率を示すに至ったものと解せられる．   

叉当出様による経済階層昇進性を田畑，山林  

獲得憬向より吟味する時，一般に飯米自給に必  

要な5反夢前後の耕地併有を第一となし更に進  

んで田畑両店の増加をiまかり，所謂土曜生産を  

主体とする出様農家の一群と，（上層A型出稼  

農家）他方耕地面竃は飯米自給程度におさえ山  

林拡大をはかる専業的出様農家（上層A′塑出稼  

農家）の二類型が存在するが概してU」林獲得の  

悼向が強く視れる．これ等は耕地面蹟に恵まれ  

ない当地方の白鷹的条件及び通年的出様に伴う  

農業投下労力との調節固より来る経営的要因等  

に基くものと見赦される．又出稼所得による凝  

済階層の昇進度ほ出稼代数と正比例的関係を表  

示することを看取し得たと共に，A′塑出稼農家  

の中にほU」林地壬的性格が強く且つ当出稼をし  

て資本家的経営としての大工企業化（建築請負  

菜）の構造をとるものゝあることほ見返すこと  

が出来ない．   

かくしてこれを出稼成立条件よりみると上J啓  

A塑出稼農家ほ，出様収益の最良条件を打ち出  

し得ない出様構造を示すが一方土地生産収益が 

高く，叉上層A′塑出稼農家は飯米自給に止まる  

土地生産を示すが他方最高額の出様収益を有  

し，更に山林所得と併せて益々上層階層として  

の経済的，社会的地位を強固ならしめている階  

層である．文一定の技術収得期間をもち万難を  

排して迂廻資本を投下することにより当大工出  

稼に参加した下層農家は，自家経済を維持する  

重要な収入瀬となると共に，これが世襲的に継  

続されることにより漸次経済的上層農家に編入  

される光栄に浴するものと云い得るのである・   

以上，気仙大工出様の地元農相にあたえる経  

済的影響の一端を述べたが，力足らず，充分な  

る表現を成し得なかったことを遺憾とする．し  

かしこの小論にして気仙大工出稼の当農相経済  

に占める役割の一端を知る横線ともなれば筆者  

にとり心からの放びである．  
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A B S T R A C T  

（1）The s用SOnalelIligratioIlOf farlIler－Car－   

PenterS Of KeseIl工）istrict，i‡1the begiTl－  

Ill11g（－fits history，Chiefly coIIS主ste（lof   

thel－00r far｝nerS，anditsi℃aiIlrOlel閥S   

to save tbeiT SCallty■foo（l．  

（勾］餌t a飢e川‾ar（1s，aS the oj）】）Ortllnities   

f（Ir ear‡1t－唱rea（lJrInOIleyl11CreaSed asthe   

res111t of socialalld ecoIlOさnicalcltanges，   

the poor farlnerS tOOk to maIluallabor，   

fro－n、、‾hicIltheJr COul（lget cash nlOre   

readily．CarpeIlterS are Skilledlaborers．   

Acertail11）eri（Jd（i．e．50rビュrearS） of   

appreIlticeshil）muSt be speIlt before the   

POOr farlnerS become full－fledged emig－   

ratiTlg eari）enterS a－1dllO、用geSisl）aid   

dtlri11g t壬1e 叩i）reIlticeshilJ・Thisis the   

reasoI＝17by tbe‡1igber classes of faI－ⅡユerS   

沌01V a壬Iigher ratio of elnlgr鋸1tS・  

（3）The moIley earlled by emigratory far－   

mersis叩ent 葎stiIlaC‘1111rl11g farm  

lalld（abollt five taTl）whichisIleCeSSary   

for sec11ring sllfficient a－℃Olln七 of food   

for selトs11p！）Ort・Thento、、・t）rI）eSOf far一  

】℃e】二S Cl）nユeiIltO eXisteIICe：  

Jltyl）e Of far－nerS、、ho！）llrehase more   

far－nlaTld a11d beco†ne11Ⅰ）ヱ）er elass e－nig－   

ratory farmers－、・itIlthefarm pr（束11etS aS   

tIleir mai11SO11rCe Ofi11eOlIユe aTldA′tyI光   

of farmersl＼・ho，reStraiTli11g themselves   

froて1－ bllyil喝 m仰e far－nland丑弧is  
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farm－manaきどIng SySte－n・  

（5）Thus we may safely co11Clllde that   

the profit gained from this emlgratioll   

not only constitutes animportant source   

ofiIICO】11C for the maintenance of the   

economicalindependence of the fa－nily，   

but also eIlables the cmlgrating farlnerS，   

by coIltimliIlg・this practice foreseveral   

ge11erations，tO ell）Oy the blessedness of   

eIlteril］gtheupl）er eCOnOmicalclassesof   

f王汀merS．  

necessary for secllring selfrsufficient   

food，eXPand their forestlaIld alld bep   

COme PrOfcssioIlalemlgratOrY Carpe11terS．  

糾 The degrees of econoInicalasccIISioll   

by ＝meanS Of the profit of emigratorY  

labor areiIldirect proporti（｝11tO the   

number of the geIlerations eIlgaged in   

this kiIld oflabor．AnditisI10teWOrthy   

that TnaIly Of the 

farmers assume the character of a forest  

l払ndlord aIld adol）t this farm o壬■   

em唱ratioIlaS犯ite】niIltIle Capitalistie  
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